
第１章 通信ネットワーク　●･移動体通信の普及度

資料2-1-6　モバイル人口の伸び
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IIXI MCPC ［モバイルコンピューティング推進コンソーシアム］の資料を元に作成

資 料2-1-7　 モ バ イル 携帯情 報 端末 市場 の伸 び
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モ バ イ ル コ ン ピ ュ ー テ イン グ の 普 及 と 今 後 の 予 測

最近 、モ バ イル コンピ ュ ーテ ィ ングが人 きく クロ ー ズア ップ さ

れて きたが 、そ の背 景 には モバ イルコ ンピ ュ ーテ ィングを 支える

人 きな3つ の社 会的 変化 が挙げ られ る。

1つ は､ ここ 数年 間で の携 帯電 話/ＰＨＳな どの移 動体 辿信 端 末が 、

飛躍 的 に 倅及し、 その 通4･､i賞が 人 幅に安 く なっ たこ と、特 に 杵及

率 は、 現 在|| 夲総 人目 の 約3 分 の1 に もな る。2 つ め は、 持 ち歩い

て もI剔 こな らない､ 非常 に7jヽ さ くて 軽い 携帯 端 末が出 て きたこ と

そし て 最後 に、ほ ぽ 過 半数の パソ コ ンが ネット ワ ーク化 されてい

るこ と から 見ら れる よう に、 企 杲内情 報 インフ ラ ストラ クチ ャー

が 整備 されて きたこ とに よる 、

MCPC  ( モ バ イルコ ンピ ュ ーテ ィング祁 進コ ン ソー シア ム）の

則則で は、 西肝2000 年 には モ バ イル 人目 は1.400 万 人に 、 ま た、

ハ ンド ヘ ルドPC やＰＤＡな ど の モ バ イ ル携帯 楠 報端 末 のIlj‘場 は
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300 万 台 肌模に 成長 する と 自 則し てい る 。

非 音 声利 用 に 見 ら れ る２つ の 異 な る ト レ ン ト

携帯 電 話・PHS を 川い たデ ー タ通 仁な どの 非I゙り 磚l」川 の 分野で

は、2 つ のS14な るト レ ント が 見ら れる。 そ れ は 「モ バ イルコ ンピ

ュ ー テ ィン グ」 と 「 モ バ イ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 で あ るＩ

ＭＣＰＣで は、 非ili一声11j場川 の 端 末とし て 利川 形 態に よ り 目d2 つ

の|）く分をし てお り、･ 方の 「モ バ イルコ ンピ ュ ーテ ィ ング１ 端 末

とし て［ ノートPC ］ お よ び「携 帯 情 報端 末」、他 方の ［ モ バ イル

コ ミュニ ケ ーショ ン］ 端 末とし て 「シ ョート メッセ ー ジ対応 電話

機 」お よび 「 スマ ート フ ォ ン」 を想 定 して い る （図1ト｡ 今 後は、

両 方での亅|啗･声利 川が 携帯 電 話・PHS のIlt.j lli場で 伸 びて い くこ と

が ｆ想 される｡

「モ バ イルコ ミュニ ケー ショ ン」 分 野は 、 ショ ート メッ セー ジ



2000 年には1,400万人がモバイルを利用
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資料2-1 -8　モバイルコンピューティングの利用機能（現状と今後）　 資料2-1 -9　モバイルコンピューティングの導入
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図1　 移動体通信を活用したモバイル（コンピューティング）端末
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li;詈;1　 資料2 牛8 ～9 （社）日 本能率協会MC&C 推進事務 局が97年1 明 に実施した

「モバ イルＳＦＡ（セ ール スフォース オート メーション）調査」の結果 を元に作成｡

調 査対 象は上場企業約2,300 社の情報 システム部門・営業 部門。 有効回答数は460 件｡

需要の拡人と･|か限配祐サービスの充実により、加速度的に拡人し　　即 社内データベース・メールシステムに携帯電I活・PHS を利川

ていくとｆ想される、そして、ショートメッセージはＥメールと　　　　した帖報端末側からリモートアクセスし、情報をやりとりす

の相斤.通信、帖 跟コンテンツは、ＷΛP（.WirｅｌｅｓｓΛplication　　　　る.

PrｏｌｏｃｏＤ の脱格に兒られるように、インターネットのインフラ

を利川して［モバイルコミュニケーション］端末からサービスを　　　今後は、特に（3）のタイプの導人ニーズが高まると兒ている･．

受けられるように､部分的に融合する形で発艇すると考えられる　　　そしてこれらのシステムは、イントラネットの急速な鏗及に対応

「モバイルコンピューティング」分野は、パーソナルユースよ　　した形で構築されていくだろう．

りはむしろ、ビジネスユースで発展していくーたとえば、次のJI」

途が考えられる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MCPC〔モバイルコンピューティング器進コンソーシアム〕）

（I）営裘マン・保守口が定型化されたデータをダウンロードし，

社外で利川する,.,･

（2）電r･メールやグループウェアなど社内データベースのレプリ

カを端末側が持ち情徹をやりとりする｡
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